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議案番号 件        名 頁 

   

議案第４５号 記号式投票に関する条例を廃止する条例について １ 

議案第４６号 平成２０年度宮代町一般会計歳入歳出決算の認定について ３ 

議案第４７号 平成２０年度宮代町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 
４ 

議案第４８号 平成２０年度宮代町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 
５ 

議案第４９号 平成２０年度宮代町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 
６ 

議案第５０号 平成２０年度宮代町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 
７ 

議案第５１号 平成２０年度宮代町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 
８ 

議案第５２号 平成２０年度宮代町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について 
９ 

議案第５３号 平成２０年度宮代町水道事業会計決算の認定について １０ 

議案第５４号 宮代町福祉作業所設置及び管理に関する条例について １１ 

議案第５５号 宮代町税条例の一部を改正する条例について １５ 

議案第５６号 宮代町国民健康保険条例の一部を改正する条例について １７ 

議案第５７号 宮代町在宅重度心身障害者手当支給条例の一部を改正する条

例について 
１９ 

議案第５８号 宮代町育英基金条例の一部を改正する条例について ２２ 

議案第５９号 宮代町奨学資金貸付条例の一部を改正する条例について ２４ 

議案第６０号 宮代町学童保育所設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例について 
２６ 

議案第６１号 宮代町自転車駐輪場条例の一部を改正する条例について ２８ 

議案第６２号 町道路線の廃止について ３１ 

   



 

議案第６３号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て 
３２ 

議案第６４号 平成２１年度宮代町一般会計補正予算（第２号）について ３３ 

議案第６５号 平成２１年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）について 
３４ 

議案第６６号 平成２１年度宮代町老人保健特別会計補正予算（第１号）に

ついて 
３５ 

議案第６７号 平成２１年度宮代町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）について 
３６ 

議案第６８号 平成２１年度宮代町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）について 
３７ 

議案第６９号 平成２１年度宮代町介護保険特別会計補正予算（第２号）に

ついて 
３８ 

議案第７０号 平成２１年度宮代町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）について 

３９ 

議案第７１号 平成２１年度宮代町水道事業会計補正予算（第１号）につい

て 
４０ 

議案第７２号 埼玉県利根広域行政推進協議会の廃止について ４１ 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   



 １ 

議案第４５号 

記号式投票に関する条例を廃止する条例について 

記号式投票に関する条例を廃止する条例を別紙のとおり提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

宮代町長選挙における投票方法について自書式投票方法にするため、記号式投票

に関する条例を廃止したいので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、

この案を提出するものである。 

 

 



 ２ 

記号式投票に関する条例を廃止する条例 

記号式投票に関する条例（昭和３８年宮代町条例第９号）は、廃止する。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 



 ３ 

議案第４６号 

平成２０年度宮代町一般会計歳入歳出決算の認定について 

平成２０年度宮代町一般会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付けて認定に

付する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

平成２０年度宮代町一般会計歳入歳出決算を歳入合計８９億７，００３万 

９，５１６円、歳出合計８０億３，３９５万７，４１１円とすることについて、地

方自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものである。 



 ４ 

議案第４７号 

平成２０年度宮代町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２０年度宮代町国民健康保険特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を

付けて認定に付する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

平成２０年度宮代町国民健康保険特別会計歳入歳出決算を歳入合計３５億 

７，２１６万１，７２６円、歳出合計３４億７，５６３万４,０６１円とすること

について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものであ

る。 

 

 



 ５ 

議案第４８号 

平成２０年度宮代町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２０年度宮代町老人保健特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付け

て認定に付する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

平成２０年度宮代町老人保健特別会計歳入歳出決算を歳入合計２億２，５０７万

３，１７４円、歳出合計２億１，９１１万１，０２８円とすることについて、地方

自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものである。 

 

 

 



 ６ 

議案第４９号 

平成２０年度宮代町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２０年度宮代町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見

を付けて認定に付する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

平成２０年度宮代町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算を歳入合計１４億 

８，２２１万３，７３４円、歳出合計１４億７，５９４万７，３７６円とすること

について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものであ

る。 

 

 



 ７ 

議案第５０号 

平成２０年度宮代町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２０年度宮代町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意

見を付けて認定に付する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

平成２０年度宮代町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算を歳入合計 

４，８１４万３，００９円、歳出合計４，４０１万２４９円とすることについて地

方自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものである。 

 

 



 ８ 

議案第５１号 

平成２０年度宮代町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２０年度宮代町介護保険特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付け

て認定に付する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

平成２０年度宮代町介護保険特別会計歳入歳出決算を歳入合計１５億９，９３０

万７，１７６円、歳出合計１４億８，４９３万２６円とすることについて、地方自

治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものである。 

 

 



 ９ 

議案第５２号 

平成２０年度宮代町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２０年度宮代町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見

を付けて認定に付する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

平成２０年度宮代町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を歳入合計２億 

３，７４２万８，７８２円、歳出合計２億３，３６４万６，８１６円とすることに

ついて、地方自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものである。 

 

 

 



 １０ 

議案第５３号 

平成２０年度宮代町水道事業会計決算の認定について 

平成２０年度宮代町水道事業会計決算を別紙監査委員の意見を付けて認定

に付する。  

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

平成２０年度宮代町水道事業会計決算を収益的収入６億４，０３７万 

７，５３８円（税抜き）、収益的支出６億７，３９５万９，３４６円（税抜き）、

資本的収入３，７３７万１，６７６円（税込み）、資本的支出３億１，１９３万

５，３９１円（税込み）とすることについて、地方公営企業法第３０条第４項の

規定により、この案を提出するものである。 

 

 

 



 １１ 

議案第５４号 

宮代町福祉作業所設置及び管理に関する条例について 

宮代町福祉作業所設置及び管理に関する条例を別紙のとおり提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

宮代町福祉作業所につきまして、障害者自立支援法に規定する障害福祉サービス

を提供する施設に移行することに伴い、宮代町福祉作業所設置及び管理に関する条

例の全部を改正したいので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この

案を提出するものである。 

 



 １２ 

   宮代町福祉作業所設置及び管理に関する条例 

宮代町福祉作業所設置及び管理に関する条例（平成１７年宮代町条例第２５号）

の全部を改正する。 

 （目的及び設置） 

第１条 障害者等に対し、知識及び能力の向上に必要な訓練等を提供することによ

り、自立した日常生活、社会生活を促進するため、宮代町福祉作業所（以下「作

業所」という。）を設置する。 

 （施設の名称及び位置） 

第２条 作業所の施設の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名 称 位 置 

ひまわりの家 宮代町字百間１１２１番地１ 

すだちの家 宮代町字百間１１０５番地 

 （事業） 

第３条 作業所の事業は、次のとおりとする。 

（１）障害者自立支援法（平成１７年法律第１２３号。以下「法」という。）第５

条第１項に規定する障害福祉サービスに関すること。 

（２）前号に掲げるもののほか、作業所の設置の目的を達成するために必要な業務

に関すること。 

（指定管理者による管理） 

第４条 作業所の管理は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２

第３項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」という。）に行わせることが

できる。 

 （指定管理者が行う業務） 

第５条 指定管理者は、第３条に掲げる業務のほか、次に掲げる業務を行うものと

する。 

（１）作業所の施設及び設備の維持管理に関する業務 

（２）前号に掲げるもののほか、町長が別に定める業務 

（利用時間及び休所日） 

第６条 作業所の利用時間は、午前９時から午後４時までとする。 

２ 作業所の休所日は、宮代町の休日を定める条例（平成元年宮代町条例第１９

号）第１条第１項に規定する日とする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、町長又は指定管理者は、必要があると認めるとき

は、利用時間を変更し、又は臨時に開所し、若しくは休所することができる。た

だし、指定管理者が利用時間を変更し、又は臨時に開所し、若しくは休所すると

きは、町長の承認を得るものとする。 

（利用対象者） 

第７条 作業所を利用できる者は、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

（１）法第１９条第１項の規定により介護給付費等の支給決定を受けた者 

（２）身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１８条第１項又は知的障



 １３ 

害者福祉法（昭和３５年法律第３７号）第１５条の４の規定により措置を必要

とする者 

 （利用申請等） 

第８条 作業所を利用しようとする者は、あらかじめ町長の承認を受けなければな

らない。 

２ 町長は、前項の承認をする場合において、作業所の管理上必要な条件（以下

「利用条件」という。）を付すことができる。 

３ 町長は、次の各号のいずれかに該当するときは、第１項の承認をしないものと

する。 

（１）伝染性疾患があり、治療の必要があると認められるとき。 

（２）作業所の管理上特に支障があると認めるとき。 

（３）前２号に掲げるもののほか、町長が不適当と認めるとき。 

（利用料等）  

第９条 利用者は、第３条第１号に規定する障害福祉サービスを受けたときは、当

該障害福祉サービスに要した費用から法第２９条第３項若しくは第４項の規定に

よる介護給付費等を控除した額及び同条第１項に規定する特定費用又は利用に要

する費用として、町長が利用者に負担させることが適当と認めた額を指定管理者

に納めなければならない。 

２ 町長は、別に定めるところにより、前項に規定する利用料等を減額し、又は免

除することができる。 

（利用の制限等） 

第１０条 町長は、次の各号のいずれかに該当するときは、利用条件を変更し、又

は利用を停止し、若しくは利用の承認を取り消すことができる。 

（１）第７条に定める要件に該当しなくなったとき。 

（２）第８条第３項第１号及び第２号に該当すると認めるとき。 

（３）当該施設の管理者の指示に従わなかったとき。 

（４）前３号に掲げるもののほか、町長が特に必要と認めるとき。 

（損害賠償等） 

第１１条 利用者が、自己の責に帰すべき事由により、作業所の施設又は備品を損

傷し、汚損し、又は滅失したときは、これを修理し、若しくは原状回復し、又は

損害を賠償しなければならない。ただし、町長がやむを得ないと認めるときは、

この限りでない。 

（委任） 

第１２条 この条例に定めるもののほか、作業所の設置及び管理に関し必要な事項

は、町長が別に定める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２２年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 



 １４ 

２ この条例の施行の際に現に作業所を管理している指定管理者については、この

条例による改正前の宮代町福祉作業所設置及び管理に関する条例の規定による指

定管理者の指定等に係る手続きにより指定を受けたものとみなす。 

（事前行為） 

３ この条例の規定に基づく障害福祉サービスを受けるために必要な手続き等は、

この条例の施行前においても行うことができる。 

 

 



 １５ 

議案第５５号 

宮代町税条例の一部を改正する条例について 

宮代町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

個人住民税の寄附金税制の拡充を図るため、宮代町税条例の一部を改正したいの

で、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するものである。 



 １６ 

宮代町税条例の一部を改正する条例 

宮代町税条例（昭和３１年宮代町条例第４号）の一部を次のように改正する。 

第３４条の７第１項中「又は金銭」を削り、同項に次の１号を加える。 

（３）所得税法第７８条第２項第２号及び第３号に掲げる寄附金（同条第３項及び

租税特別措置法（昭和３２年法律第２６号）第４１条の１８の３の規定により

特定寄附金とみなされるものを含み、前号に掲げる寄附金を除く。）のうち、

次に掲げるものに対するもの 

ア 埼玉県内に主たる事務所を有する法人 

イ 埼玉県知事（以下「知事」という。）又は埼玉県教育委員会が主務官庁の

権限に属する事務を行う公益信託 

ウ ア及びイに掲げるもののほか、埼玉県民の福祉の増進に寄与するものとし

て、埼玉県税条例施行規則（昭和２５年埼玉県規則第４１号）で定めるとこ

ろにより、知事が指定したもの 

第５４条第６項中「同項第２号」を「同項第１号」に改める。 

附 則 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該

各号に定める日から施行する。 

（１）第５４条第６項の改正規定 農地法等の一部を改正する法律（平成２１年法

律第５７号）の施行の日 

（２）第３４条の７第１項の改正規定（「又は金銭」を削る部分を除く。） 平成２

２年４月１日 

２ 改正後の宮代町税条例第３４条の７第１項第３号の規定は、町民税の所得割の

納税義務者が平成２１年１月１日以後に支出する同号に掲げる寄附金について適

用する。 



 １７ 

議案第５６号 

宮代町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

宮代町国民健康保険条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

健康保険法施行令等の一部を改正する政令の施行を踏まえ、出産育児一時金の給

付額を引き上げるため、宮代町国民健康保険条例の一部を改正したいので、地方自

治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するものである。 

 



 １８ 

宮代町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

宮代町国民健康保険条例（昭和３４年宮代町条例第３号）の一部を次のように改

正する。 

附則に次の１項を加える。 

 （平成２１年１０月から平成２３年３月までの間の出産に係る出産育児一時金に

関する経過措置） 

３ 被保険者が平成２１年１０月１日から平成２３年３月３１日までの間に出産し

たときに支給する出産育児一時金についての第６条の規定の適用については、同

条第１項中「３８万円」とあるのは、「４２万円」とする。 

   附 則 

 この条例は、平成２１年１０月１日から施行する。 

 

 



 １９ 

議案第５７号 

宮代町在宅重度心身障害者手当支給条例の一部を改正する条例について 

宮代町在宅重度心身障害者手当支給条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提

出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

埼玉県障害者生活支援事業補助金交付要綱に基づく在宅重度心身障害者手当支給

事業の一部改正に伴い、宮代町在宅重度心身障害者手当支給条例の一部を改正した

いので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するもので

ある。 

 

 



 ２０ 

宮代町在宅重度心身障害者手当支給条例の一部を改正する条例 

宮代町在宅重度心身障害者手当支給条例（昭和５４年宮代町条例第１０号）の一

部を次のように改正する。 

第１条中「宮代町に居住する在宅重度心身障害者」を「在宅の重度心身障害者」

に改める。 

第２条を次のように改める。 

（対象者） 

第２条 手当を受給できる障害者は、宮代町に住所を有し、次の各号のいずれかに

該当するものとする。 

（１）身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定によ

る身体障害者手帳の交付を受けている者であって、当該障害の程度が１級、２

級又は３級に該当するもの 

（２）埼玉県療育手帳制度要綱（平成１４年埼玉県告示第１３６５号）による療育

手帳の交付を受けている者であって、当該障害の程度が Ａ 、Ａ又はＢに該当

するもの 

（３）精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第１２３号）第

４５条第２項の規定による精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者であ

って、当該障害の程度が１級に該当するもの 

（４）児童相談所の長又は知的障害者更生相談所の長が、障害の程度について最重

度、重度又は中度と判定した者 

（５）前各号に掲げる者に相当すると町長が認めた者 

（６）特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行令（昭和５０年政令第２０７

号）別表第１に定める程度の障害の状態にあると町長が認めた者 

 第８条を削り、第７条を第８条とし、第６条を第７条とし、第５条を第６条とす

る。 

第４条第１項中第１号を削り、第２号を第１号とし、第３号を第２号とし、同条

を第５条とする。 

第３条中第１項を削り、第２項を第１項とし、第３項を第２項とし、同条を第４

条とする。 

第２条の次に次の１条を加える。 

 （支給制限） 

第３条 町長は、前条に規定する対象者のうち、次の各号のいずれかに該当する者

には、手当を支給しない。 

（１）特別児童扶養手当等の支給に関する法律（昭和３９年法律第１３４号。以下

「法」という。）第２６条の２第１号及び第２号に規定する施設並びに障害児

福祉手当及び特別障害者手当の支給に関する省令（昭和５０年厚生省令第３４

号）第１条第９号に規定する施設に収容されている者 

（２）法第１７条の規定に基づく障害児福祉手当、法第２６条の２の規定に基づく

特別障害者手当及び国民年金法等の一部を改正する法律（昭和６０年法律第３



 ２１ 

４号）附則第９７条第１項の規定に基づく福祉手当の支給を受けている者。た

だし、埼玉県障害者生活支援事業補助金交付要綱（平成２１年３月３１日付障

福第２６９６号埼玉県福祉部長通知）に定める超重症心身障害児については、

この限りでない。 

（３）前年の所得（１月分から７月分までの手当については、前々年の所得）に係

る地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の規定による市町村民税が課税され

ている者 

別表を次のように改める。 

別表 

障害の程度 年手当額 

身体障害者手帳１級・２級に該当する者 

療育手帳 Ａ ・Ａに該当する者 

精神障害者保健福祉手帳１級に該当する者 

６０，０００円

療育手帳Ｂに該当する者 ３０，０００円

身体障害者手帳３級に該当する者 ２４，０００円

附 則 

 この条例は、平成２２年１月１日から施行する。 

 

 

 



 ２２ 

議案第５８号 

宮代町育英基金条例の一部を改正する条例について 

 宮代町育英基金条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

平成２１年８月２７日 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

育英事業の実態を踏まえ、育英基金を育英事業だけでなく、学校教育の振興に活

用できるようにするため、宮代町育英基金条例の一部を改正したいので、地方自治

法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するものである。 

 

 



 ２３ 

宮代町育英基金条例の一部を改正する条例 

宮代町育英基金条例（昭和５４年宮代町条例第４号）の一部を次のように改正す

る。 

第２条第１項中「２００万円」を「１，０００万円」に改める。 

第６条に次の１項を加える。 

２ 前項に定めるもののほか、第２条に定める基金の額を超える基金は、学校教育

の振興に資するための財源として処分することができる。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 



 ２４ 

議案第５９号 

宮代町奨学資金貸付条例の一部を改正する条例について 

宮代町奨学資金貸付条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴い、宮代町奨学資金貸付条例に引

用している条項等を整理する必要が生じたため、宮代町奨学資金貸付条例の一部を

改正したいので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出す

るものである。 

 



 ２５ 

宮代町奨学資金貸付条例の一部を改正する条例 

宮代町奨学資金貸付条例（昭和５９年宮代町条例第２６号）の一部を次のように

改正する。 

第２条本文中「次の各号」を「次」に改め、同条第３号中「第８２条の２」を

「第１２４条」に、「第８３条」を「第１３４条」に改める。 

第３条第１項中「次の各号」を「次」に改める。 

第９条第６号中「その他」を「前各号に掲げるもののほか、」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 



 ２６ 

議案第６０号 

宮代町学童保育所設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

宮代町学童保育所設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとお

り提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

入所児童の増加に伴い、かしの木児童クラブ及びかえで児童クラブの大規模学童

解消のための分割及び定員枠の拡大、ふじ児童クラブの定員枠の拡大を図るため、

宮代町学童保育所設置及び管理に関する条例の一部を改正したいので、地方自治法

第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するものである。 

 



 ２７ 

   宮代町学童保育所設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

宮代町学童保育所設置及び管理に関する条例（平成１７年宮代町条例第２６号）

の一部を次のように改正する。 

 第２条の表を次のように改める。 

名称 位置 定員 

かしの木第一児童クラブ 宮代町字西原２６１番地 ５０人 

かしの木第二児童クラブ 宮代町字西原２６１番地 ３０人 

いちょうの木児童クラブ 宮代町百間五丁目８番４８号 ３０人 

ふじ児童クラブ 宮代町字百間１１０５番地 ５０人 

かえで第一児童クラブ 宮代町大字須賀１４２６番地１ ４５人 

かえで第二児童クラブ 宮代町大字須賀１４２５番地１ ３５人 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２２年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際に現に改正前の宮代町学童保育所設置及び管理に関する条

例第４条の規定によりかえで児童クラブを管理している指定管理者については、

改正後の宮代町学童保育所設置及び管理に関する条例第２条に規定するかえで第

一児童クラブ及びかえで第二児童クラブの指定管理者として、指定を受けたもの

とみなす。 

 （事前行為） 

３ この条例の規定に基づく学童保育所入所等に係る手続きは、この条例の施行前

においても行うことができる。 

 

 

 



 ２８ 

議案第６１号 

宮代町自転車駐輪場条例の一部を改正する条例について 

宮代町自転車駐輪場条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

姫宮駅西口駐輪場の有料化及び和戸駅第３駐輪場の設置に伴い、宮代町自転車駐

輪場条例の一部を改正したいので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、

この案を提出するものである。 

 



 ２９ 

宮代町自転車駐輪場条例の一部を改正する条例 

宮代町自転車駐輪場条例（平成２０年宮代町条例第１７号）の一部を次のように

改正する。 

別表第１和戸駅第２駐輪場の項の次に次のように加え、同表姫宮駅西口駐輪場の

項中「無料駐輪場」を「有料駐輪場」に改める。 

和戸駅第３駐輪場 宮代町和戸三丁目１３３番地２ 無料駐輪場 

別表第２を次のように改める。 

使用料（円） 

定期利用 
駐 輪

場 名 
種別 

車 両 の

種 類 

利 用

者 区

分 

一時 

利用 1 月 3 月 ６月 1 年 

一般 1,800 5,250 10,200 19,800 
自転車 

学生 
－ 

1,500 4,350 8,400 15,600 

一般 2,800 8,250 16,200 31,800 
屋 根

あ り 
原 動 機

付 自 転

車 

学生 － 2,500 7,350 14,400 27,600 

一般 1,600 4,650 9,000 17,400 
自転車 

学生 
－ 

1,300 3,750 7,200 13,200 

一般 2,600 7,650 15,000 29,400 

和 戸

駅 第

１ 駐

輪 場 

 

屋 根

な し 原 動 機

付 自 転

車 

学生 － 2,300 6,750 13,200 25,200 

一般 1,600 4,650 9,000 17,400 
自転車 

学生 
－ 

1,300 3,750 7,200 13,200 

一般 2,600 7,650 15,000 29,400 

屋 根

あ り 

原 動 機

付 自 転

車 

学生 － 2,300 6,750 13,200 25,200 

一般 1,400 4,050 7,800 15,000 
自転車 

学生 
100 

1,100 3,150 6,000 10,800 

一般 2,400 7,050 13,800 27,000 

和 戸

駅 第

２ 駐

輪 場 

屋 根

な し 
原 動 機

付 自 転

車 

学生 150 2,100 6,150 12,000 22,800 

一般 1,700 4,950 9,600 18,600 
自転車 

学生 
100 

1,400 4,050 7,800 14,400 

一般 2,700 7,950 15,600 30,600 

姫 宮

駅 西

口 駐

輪 場 

屋 根

なし 
原 動 機

付 自 転

車 

学生 150 2,400 7,050 13,800 26,400 

 

附 則 

（施行期日） 



 ３０ 

１ この条例は、平成２１年１２月１日から施行する。ただし、別表第１に和戸駅

第３駐輪場の項を加える改正規定は、平成２１年１０月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の規定に基づく利用の申込みその他この条例の規定により

施設を利用するために必要な手続は、この条例の施行前において行

うことができる。 

 

 

 



 ３１ 

議案第６２号 

町道路線の廃止について 

次のとおり町道路線を廃止することについて議決を求める。 

 

起   点 整理

番号 
路 線 名 

終   点 

重 要 な 

経 過 地 

宮代町大字西粂原１５９９番２地先 
１ 第１０１８号線 

宮代町大字西粂原１５９７番地先 
 

宮代町大字西粂原１６０１番地先 
２ 第１０１９号線 

宮代町大字西粂原１５９９番１地先 

 

 

 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

両路線については、既に町道としての機能が損なわれ、隣接する土地所有者から

財産の払い下げに伴う用途廃止申請が出されたため、両路線を廃止したいので、道

路法第１０条第３項の規定により、この案を提出するものである。 

 

 



 ３２ 

議案第６３号 

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 

次の者を人権擁護委員の候補者として推薦することについて意見を求める。 

１ 住  所  埼玉県南埼玉郡宮代町百間４丁目４番２０号 

２ 氏  名  塚 田  進 

３ 生年月日  昭和１４年１１月６日 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

      提 案 理 由 

現人権擁護委員である塚田進氏を引き続き人権擁護委員に推薦したいので、人権

擁護委員法第６条第３項の規定により、この案を提出するものである。 

 



 ３３ 

議案第６４号 

平成２１年度宮代町一般会計補正予算（第２号）について 

平成２１年度宮代町一般会計補正予算（第２号）を別冊のとおり提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

国の緊急経済対策による各種事業の実施並びに前年度繰越金の確定、職員の人

事異動及び共済負担率の変更等に伴い、平成２１年度宮代町一般会計予算に６億 

６，２１５万５，０００円を追加し、総額を９０億３，３０２万８，０００円とす

ることについて、地方自治法第２１８条第１項の規定により、この案を提出するも

のである。 

 



 ３４ 

議案第６５号 

   平成２１年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 

 平成２１年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提

出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

前年度繰越金の確定及び一般会計繰出金の増額等に伴い、平成２１年度宮代町国

民健康保険特別会計予算に１億４，１３５万７，０００円を追加し、総額を３６億

２，３４８万９，０００円とすることについて、地方自治法第２１８条第１項の規

定により、この案を提出するものである。 

 



 ３５ 

議案第６６号 

平成２１年度宮代町老人保健特別会計補正予算（第１号）について 

平成２１年度宮代町老人保健特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提出す

る。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

前年度繰越金の確定及び一般会計繰出金の増額等に伴い、平成２１年度宮代町老

人保健特別会計予算に１，９６９万８,０００円を追加し、総額を２,０２５万 

４,０００円とすることについて、地方自治法第２１８条第１項の規定により、こ

の案を提出するものである。 

 

 



 ３６ 

議案第６７号 

平成２１年度宮代町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 

平成２１年度宮代町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり

提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

前年度繰越金の確定、職員給与費等の予算の組替えに伴い、平成２１年度宮代町

公共下水道事業特別会計予算に８４７万４，０００円を追加し、総額を１４億 

７，２９５万３，０００円とすることについて、地方自治法第２１８条第１項の規

定により、この案を提出するものである。 

 

 

 

 



 ３７ 

議案第６８号 

平成２１年度宮代町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について 

平成２１年度宮代町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を別冊のとお

り提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

前年度繰越金の確定、職員給与費等の予算の組替えに伴い、平成２１年度宮代町

農業集落排水事業特別会計予算に４２７万円を追加し、総額を４，７４６万 

３，０００円とすることについて、地方自治法第２１８条第１項の規定により、こ

の案を提出するものである。 

 



 ３８ 

議案第６９号 

平成２１年度宮代町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 

平成２１年度宮代町介護保険特別会計補正予算（第２号）を別冊のとおり提出す

る。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

前年度繰越金の確定、職員の人事異動、補助金、事務費の増加、前年度国県負担

金の精算及び社会保険診療報酬支払基金交付金の精算等に伴い、平成２１年度宮

代町介護保険特別会計予算に１億３，１１７万円を追加し、総額を１７億 

４，９８３万９,０００円とすることについて、地方自治法第２１８条第１項の規

定により、この案を提出するものである。 

 

 

 



 ３９ 

議案第７０号 

平成２１年度宮代町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 

平成２１年度宮代町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり

提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

前年度繰越金の確定及び一般会計繰出金の増額等に伴い、平成２１年度宮代町後

期高齢者医療特別会計予算に３７８万１,０００円を追加し、総額を２億 

５，４１４万２，０００円とすることについて、地方自治法第２１８条第１項の規

定により、この案を提出するものである。 

 



 ４０ 

議案第７１号 

平成２１年度宮代町水道事業会計補正予算（第１号）について 

平成２１年度宮代町水道事業会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提出する。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

職員の人事異動に伴い、平成２１年度宮代町水道事業会計予算の収益的支出のう

ち営業費用を１５８万９，０００円減額し、総額を６億２，０４７万２，０００円

とすることについて、地方自治法第２１８条第 1 項の規定により、この案を提出す

るものである。 



 ４１ 

議案第７２号 

埼玉県利根広域行政推進協議会の廃止について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の６の規定により、平成２１

年１０月３１日をもって埼玉県利根広域行政推進協議会を廃止することについて、

議決を求める。 

平成２１年８月２７日提出 

宮代町長 榊 原 一 雄 

 

 

提 案 理 由 

埼玉県利根広域行政推進協議会を廃止することについて協議したいので、地方自

治法第２５２条の６の規定により、この案を提出するものである。 

 

 

 


